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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第７期

第２四半期累計期間
第８期

第２四半期累計期間
第７期

会計期間
自 2022年３月１日
至 2022年８月31日

自 2023年３月１日
至 2023年８月31日

自 2022年３月１日
至 2023年２月28日

売上高 （千円） 4,584,914 8,110,720 9,857,651

経常損失（△） （千円） △376,743 △126,684 △995,237

四半期（当期）純損失（△） （千円） △382,039 △130,006 △1,008,413

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 100,000 1,122,378 1,102,100

発行済株式総数 （株） 48,146,600 52,505,900 50,869,700

純資産額 （千円） 260,995 1,549,136 1,638,822

総資産額 （千円） 2,007,635 3,938,609 3,609,777

１株当たり四半期（当期）純損失

（△）
（円） △12.31 △2.59 △25.44

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 13.0 39.3 45.4

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △263,219 △103,290 △732,916

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △215,394 △48,058 △265,404

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 470,000 40,320 2,457,923

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 828,391 2,185,579 2,296,608

 

回次
第７期

第２四半期会計期間
第８期

第２四半期会計期間

会計期間
自 2022年６月１日
至 2022年８月31日

自 2023年６月１日
至 2023年８月31日

１株当たり四半期純損失（△） （円） △5.66 △2.55

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社が存在しないため記載しておりません。

３．当社は、2022年８月30日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純損失（△）を算定しております。

４．第７期及び第８期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在

株式は存在するものの、１株当たり四半期（当期）純損失であるため、記載しておりません。第７期第２四

半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式

は非上場であり、期中平均株価が把握できないため、また、１株当たり四半期純損失であるため、記載して

おりません。

５．１株当たり配当額については、配当を実施していないため、記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

当社は、「主食をイノベーションし、健康をあたりまえに。」というミッションを掲げ、"栄養のインフラ"とし

てのBASE FOODを目指しております。

ミッションの実現に向け、研究開発活動を通じて完全栄養（注１）の主食を中心としたBASE FOODシリーズの開

発及び改善を行い、それらを主に３つのチャネル（卸などを介さず顧客に直接販売を行う「自社EC」、他社ECプ

ラットフォームでの販売を行う「他社EC」、コンビニエンスストアやドラッグストアなどで販売を行う「卸販

売」）で販売を行っており、積極的な研究開発活動を通じて美味しい商品の追求、新商品のリリースを行うことで

顧客層の拡大、継続率の向上を通じ成長を遂げてまいります。

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に伴う行動制限が徐々に緩和され、景

気は回復の兆しがみられました。しかしながら、東欧情勢などの地政学的リスク、金融資本市場の変動などの影響

もあり、依然として経済は先行き不透明な状況が続いております。昨年度より当社も原材料高騰等の影響を受けて

まいりましたが、2023年５月に売上総利益率の改善のために商品価格の改定を実施しております。

このような環境の下、当社は積極的な研究開発活動を継続しており、商品開発の速度向上と研究開発領域の深化

を目的に前年度強化・増員したR&D体制により新商品の開発及び商品改善を引き続き積極的に進めております。こ

の成果として、2023年７月にBASE BREAD リッチの新商品発売を行い、当第２四半期累計期間での新商品発売数は

２商品、リニューアルについては３商品となりました。R&D体制の強化により、既存商品の美味しさ向上に加え新

商品発売の商品ラインナップの拡充を進めております。

自社ECチャネルでは、顧客獲得・認知度向上を目的としたWeb広告の実施、リテールチャネル（卸販売）の店舗

拡大による更なる認知拡大と商品体験を経て、自社ECのサブスクリプション購入を始める顧客の増加によりサブス

クリプション会員の獲得が進みました。この結果、サブスクリプション会員数は20.4万人（前年同期は、13.7万

人）と拡大いたしました。

なお、サブスクリプション会員数の推移は以下のとおりとなっております。

＜サブスクリプション会員数の推移＞

 
2023年２月期

第４四半期

2024年２月期

第１四半期

2024年２月期

第２四半期

サブスクリプション会員数（万人） 16.3 20.1 20.4

 

海外展開においては、香港でのECモール（HKTVMall）で2022年５月に販売を開始してから2023年８月で販売数量

が累計で15万袋を突破いたしました。国内外での販売数量は順調に推移しております。

 

リテールチャネル（卸販売）においては、セブン-イレブンの一部エリアにて先行販売していたBASE BREADを、

2023年７月より全国のセブン-イレブンに販売エリアを拡大するなど、引き続きコンビニエンスストアでの販売店

舗数を拡大しております。また、コンビニエンスストア以外においてもドラッグストア店舗での販売も進んでお

り、これらの結果、第２四半期終了時点における展開実店舗数は49,252店舗（前年同期は17,878店舗）へと拡大い

たしました。

なお、店舗数の推移は以下のとおりとなっております。

＜店舗数の推移＞

 
2023年２月期

第４四半期

2024年２月期

第１四半期

2024年２月期

第２四半期

展開実店舗数（店舗） 34,795 46,385 49,252

 

以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は8,110,720千円（前年同期比76.9％）、営業損失は126,315千円

（前年同期の営業損失は378,287千円）、経常損失は126,684千円（前年同期の経常損失は376,743千円）、四半期

純損失は130,006千円（前年同期の四半期純損失は382,039千円）となりました。

なお、当社は、完全栄養食事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載をしておりません。
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注１：１食（BASE PASTAは１袋、BASE BREADは２袋、BASE Cookiesは４袋、BASE FOOD Deliは１袋）で、栄養素

等表示基準値に基づき、他の食事で過剰摂取が懸念される脂質・飽和脂肪酸・炭水化物・ナトリウム・熱

量を除いたすべての栄養素で、１日分の基準値の1/3以上を含む

 

(2）財政状態の状況

(資産)

当第２四半期会計期間末における総資産は3,938,609千円となり、前事業年度末に比べ328,832千円増加いたしま

した。これは主に、現金及び預金が111,028千円減少した一方で、事業拡大に伴う売掛金が422,540千円増加したこ

とによるものであります。

 

(負債)

当第２四半期会計期間末における負債は2,389,473千円となり、前事業年度末に比べ418,518千円増加いたしまし

た。これは主に、事業拡大に伴い買掛金が168,392千円、未払金が143,534千円増加したことに加え、新たなポイン

トパックプランの提供開始に伴い契約負債が77,052千円増加したことによるものであります。

 

(純資産)

当第２四半期会計期間末における純資産は1,549,136千円となり、前事業年度末に比べ89,686千円減少いたしま

した。これは、新株予約権の行使により資本金が20,277千円、資本準備金が20,042千円増加した一方で、四半期純

損失の計上により利益剰余金が130,006千円減少したことによるものであります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、2,185,579千円となり、前事業年度

末に比べ111,028千円減少いたしました。当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要

因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は103,290千円（前年同期は263,219千円の使用）となりました。主な増加要因は、

事業拡大に伴う仕入債務が168,392千円、未払金が141,237千円増加したことによるものであります。主な減少要因

は、事業拡大に伴う売上債権の増加額422,540千円、事業拡大を目的とした人員採用及びオンライン広告等のプロ

モーション活動を積極的に行ったことによる税引前四半期純損失の計上126,684千円等によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は48,058千円（前年同期は215,394千円の使用）となりました。これは、自社倉庫

の拡大に伴う敷金等の差入保証金の差入による支出32,983千円及び有形固定資産の取得の支出26,100千円によるも

のであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果獲得した資金は40,320千円（前年同期は470,000千円の獲得）となりました。これは、新株予約

権の行使による収入40,320千円によるものであります。

 

(4）経営方針・経営戦略等

当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

 

(6）研究開発活動

当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、253,974千円であります。

なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 192,586,400

計 192,586,400

 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年10月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 52,505,900 52,650,900
東京証券取引所

グロース市場

完全議決権株式であ

り、株主としての権

利内容に何ら限定の

ない当社における標

準となる株式であり

ます。なお、単元株

式数は100株となっ

ております。

計 52,505,900 52,650,900 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。
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②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額

（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2023年６月１日～

2023年８月31日

（注）

1,401,900 52,505,900 17,547 1,122,378 17,312 1,532,848

（注）１．新株予約権の行使により、発行済株式総数が1,401,900株、資本金が17,547千円、資本準備金が17,312千円

増加しております。

２．2023年９月１日から2023年９月30日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が145,000株、

資本金及び資本準備金がそれぞれ1,640千円増加しております。

 

（５）【大株主の状況】

  2023年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

橋本舜 東京都品川区 17,691,300 34.59

グローバル・ブレイン６号投資事業

有限責任組合
東京都渋谷区桜丘町10番11号 5,981,400 11.69

グローバル・ブレイン７号投資事業

有限責任組合
東京都渋谷区桜丘町10番11号 2,104,700 4.11

Rakuten Capital S.C.Sp.

（常任代理人　三菱UFJモルガン・

スタンレー証券株式会社）

2 rue du Fossé, L-1536 Luxembourg,

Grand-Duchy of Luxembourg

（東京都千代田区大手町１丁目９－２）

1,743,700 3.41

金子裕

（常任代理人　三菱UFJモルガン・

スタンレー証券株式会社）

シンガポール共和国

（東京都千代田区大手町１丁目９－２）
1,503,600 2.94

XTech1号投資事業有限責任組合 東京都中央区八重洲１丁目５番20号 1,283,600 2.51

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,240,900 2.43

齋藤竜太 東京都品川区 1,191,300 2.33

山本陽介 埼玉県さいたま市浦和区 1,191,300 2.33

島田孝文 東京都文京区 1,131,300 2.21

計 － 35,063,100 68.55

（注）当第２四半期会計期間末現在における、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）の信託業務に係る株

式数については、当社として把握することができないため記載しておりません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,358,000 －

完全議決権株式であり、

株主としての権利内容に

何ら限定のない当社にお

ける標準となる株式であ

ります。なお、単元株式

数は100株となっており

ます。

完全議決権株式（その他） 普通株式 51,140,600 511,406 同上

単元未満株式 普通株式 7,300 － －

発行済株式総数  52,505,900 － －

総株主の議決権  － 511,406 －

 

 

②【自己株式等】

    2023年８月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

ベースフード株式会社
東京都目黒区中目黒五丁目

25番２号
1,358,000 － 1,358,000 2.58

計 － 1,358,000 － 1,358,000 2.58
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2023年６月１日から2023年８

月31日まで）及び第２四半期累計期間（2023年３月１日から2023年８月31日まで）に係る四半期財務諸表について、

EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

（2023年２月28日）
当第２四半期会計期間
（2023年８月31日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,296,608 2,185,579

売掛金 561,749 984,290

商品 122,933 146,722

原材料及び貯蔵品 91,043 35,563

未収入金 96,273 114,433

前払費用 58,667 88,204

その他 66,040 18,516

流動資産合計 3,293,315 3,573,310

固定資産   

有形固定資産 79,134 98,480

無形固定資産 1,270 1,609

投資その他の資産 236,057 265,208

固定資産合計 316,462 365,298

資産合計 3,609,777 3,938,609

負債の部   

流動負債   

買掛金 456,882 625,274

短期借入金 500,000 500,000

１年内返済予定の長期借入金 30,000 30,000

未払金 557,780 701,314

未払費用 137,505 131,567

未払法人税等 22,040 19,435

預り金 37,109 46,351

ポイント引当金 11,957 11,436

契約負債 192,856 269,908

その他 1,000 29,729

流動負債合計 1,947,131 2,365,017

固定負債   

資産除去債務 23,822 24,455

固定負債合計 23,822 24,455

負債合計 1,970,954 2,389,473

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,102,100 1,122,378

資本剰余金 2,040,412 2,060,454

利益剰余金 △1,476,505 △1,606,512

自己株式 △27,567 △27,567

株主資本合計 1,638,439 1,548,753

新株予約権 382 382

純資産合計 1,638,822 1,549,136

負債純資産合計 3,609,777 3,938,609
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
（自 2022年３月１日
至 2022年８月31日）

当第２四半期累計期間
（自 2023年３月１日
至 2023年８月31日）

売上高 4,584,914 8,110,720

売上原価 1,981,233 4,015,686

売上総利益 2,603,681 4,095,034

販売費及び一般管理費 ※ 2,981,969 ※ 4,221,349

営業損失（△） △378,287 △126,315

営業外収益   

受取利息 6 12

受取補填金 6,326 1,825

その他 112 749

営業外収益合計 6,445 2,587

営業外費用   

支払利息 3,414 2,101

支払保証料 1,439 428

その他 47 426

営業外費用合計 4,901 2,957

経常損失（△） △376,743 △126,684

税引前四半期純損失（△） △376,743 △126,684

法人税、住民税及び事業税 1,860 3,322

法人税等調整額 3,435 －

法人税等合計 5,296 3,322

四半期純損失（△） △382,039 △130,006
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
（自 2022年３月１日
至 2022年８月31日）

当第２四半期累計期間
（自 2023年３月１日
至 2023年８月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △376,743 △126,684

減価償却費 4,463 14,506

賞与引当金の増減額（△は減少） 11,500 －

ポイント引当金の増減額（△は減少） 12,083 △521

受取利息 △6 △12

支払利息 3,414 2,101

売上債権の増減額（△は増加） △194,511 △422,540

棚卸資産の増減額（△は増加） 32,758 31,691

仕入債務の増減額（△は減少） 38,664 168,392

未払金の増減額（△は減少） 59,278 141,237

未払費用の増減額（△は減少） 20,098 △5,938

契約負債の増減額（△は減少） 160,170 77,052

その他 △28,532 21,774

小計 △257,360 △98,941

利息の受取額 6 12

利息の支払額 △3,779 △2,122

法人税等の支払額 △2,085 △2,239

営業活動によるキャッシュ・フロー △263,219 △103,290

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △60,220 △26,100

無形固定資産の取得による支出 － △478

差入保証金の差入による支出 △155,173 △32,983

差入保証金の回収による収入 － 11,503

投資活動によるキャッシュ・フロー △215,394 △48,058

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 470,000 －

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 40,320

財務活動によるキャッシュ・フロー 470,000 40,320

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,613 △111,028

現金及び現金同等物の期首残高 837,005 2,296,608

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 828,391 ※ 2,185,579
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定会

計基準適用指針」という。）を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定め

る経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとし

ております。なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。

 

（四半期損益計算書関係）

　　　　　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自 2022年３月１日
至 2022年８月31日）

当第２四半期累計期間
（自 2023年３月１日
至 2023年８月31日）

広告宣伝費 1,137,207千円 1,552,315千円

賞与引当金繰入額 12,600 －

ポイント引当金繰入額 12,083 △521

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
前第２四半期累計期間
（自 2022年３月１日
至 2022年８月31日）

当第２四半期累計期間
（自 2023年３月１日
至 2023年８月31日）

現金及び預金勘定 828,391千円 2,185,579千円

現金及び現金同等物 828,391 2,185,579

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自 2022年３月１日　至 2022年８月31日）

　当社は、完全栄養食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自 2023年３月１日　至 2023年８月31日）

　当社は、完全栄養食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（収益認識関係）

当社は、完全栄養食事業の単一セグメントであり、主要な顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下

のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自 2022年３月１日
至 2022年８月31日）

 
当第２四半期累計期間
（自 2023年３月１日
至 2023年８月31日）

 

自社EC 3,010,303 千円 4,838,597 千円

他社EC 661,756  633,486  

卸販売 911,438  2,603,365  

海外事業 814  35,271  

その他 602  －  

合計 4,584,914  8,110,720  

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失（△）及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自 2022年３月１日
至 2022年８月31日）

当第２四半期累計期間
（自 2023年３月１日
至 2023年８月31日）

１株当たり四半期純損失（△） △12円31銭 △2円59銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失（△）（千円） △382,039 △130,006

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △382,039 △130,006

普通株式の期中平均株式数（株） 31,034,443 50,246,740

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要

－ －

　（注）１．前第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、

当社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できないため、また、１株当たり四半期純損失であるため、

記載しておりません。当第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株

式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

２．当社は、2022年８月30日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純損失（△）を算定しております。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年10月13日

ベースフード株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 奥見　正浩

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柄澤　涼

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているベースフー

ド株式会社の２０２３年３月１日から２０２４年２月２９日までの第８期事業年度の第２四半期会計期間（２０２３年

６月１日から２０２３年８月３１日まで）及び第２四半期累計期間（２０２３年３月１日から２０２３年８月３１日ま

で）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ベースフード株式会社の２０２３年８月３１日現在の財政状態並びに同日

をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論

付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レ

ビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく

なる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準

拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、
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構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 
  
　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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